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複雑性尿路感染症に対するCS-807の 臨床的検討

福崎 篤 ・吉川和行 ・鈴木康義 ・折笠精一

東北大学医学部泌尿器科

新しいセフェム系経口抗生剤CS-807を14例 の複雑性尿路感染症に使用し,以 下の結果を得た。

1)主 治医臨床効果判定は著効6例 有効6例,や や有効1例,無 効1例 で有効率85.7%で

あった。

2)UTI薬 効評価基準に合致した症例は11例 で,総 合臨床効果は著効4例,有 効4例,無 効3

例で有効率72.7%で あった。E.coli 6株,E.faecalis 2株,Staphylococcus spp,,S.agalactiae,

K.pneumoniae,P.vulgaris,P.aeruginosa各1株 の計13株 が分離され,Staphylococcus spp.,E.

faecalis,P.aeruginosa各1株 を除く,全 株が消失した。

3)自 他覚的副作用は認められなかったが,2例 で軽度の肝機能臨床検査値異常が認められた。

CS-807は 新 し く開 発 され た エ ス テ ル型 経 口 用 セ フェ

ム系抗生剤で,経 口投与 後腸 壁 の エス テ ラー ゼ に よ り加

水分解 され,優 れ た抗菌 活 性 を示 すR-3763と な る(Fig.

1)。 本 剤は グ ラム陽性,陰 性 菌 に広 範 囲 な抗 菌 スペ ク

トルを有 し,特 に従 来の経 口用 セ フ ェム系 薬 剤 では感 受

性の低 いEnterobacter,Serratia,indole(+)Proteusに

も抗菌力 が及 び,ま た β一lactamaseに も安 定 な た め本

酵素産生株 に も抗菌 力 を有 す るのが 特徴 とされ るb。

Fig. 1 Chemical structure

CS-807

(RS)-1-(isopropoxycarbonyloxy) ethyl (+ ) - (6R,7R) -7- [2- (2-amino-4-thi -
azolyl) -2-((z) -methoxyimino) acetamido]-3-methoxymethyl-8-oxo-5- thia - 1-
azabicyclo[4.2.0)oct-2-ene-2-carboxylate

R-3763

今回われわれは,複 雑性尿路感染症に対して本剤を投

与し,そ の臨床効果および副作用について検討したので

報告する。

1.対 象 と 方 法

対象は,昭 和60年10月 よ り昭和61年10月 まで東北大

学医学部付属病院泌尿器科に通院 した14例 の複雑性尿

路感染症患者で,男 性10例,女 性4例,年 齢は18歳 か

ら85歳,平 均62.5歳 であった。疾患の内訳は,急 性複

雑性膀胱炎1例,急 性複雑性腎孟腎炎2例,慢 性複雑性

膀胱炎7例,慢 性複雑性腎孟腎炎4例 であった。尿路の

基礎痴患は,腎 結石,前 立腺肥大症,膀 胱腫瘍が各2例,

尿管結石,尿 路結核,慢 性前立腺炎,前 立腺癌,尿 道狭

窄症,神 経因性膀胱が各1{砿 神経因性膀胱 と前立腺肥

大症及び神経因性膀胱 と膀胱尿管逆流を合併していたも

のがそれぞれ1例 であった。

投与方法は,1回100mgあ るいは200mgを1日2回,

5～14日 間経 口投与 し,UTI薬 効評価基準2)に従って

効果を判定した。

II.成 績

1.臨 床効果

対象 となった14例 の臨床成績はTable1に 示 した。

主治医臨床効果判定は著効6例,有 効6例,や や有効1

例,無 効1例 で,有 効率は85.7%で あった。このうち

UTI薬 効評価基準による判定が可能であった11例 の総

合臨床効果は,著 効4例(36.4%),有 効4例(36.4%),

無 効3例(27.2%)で,総 合有 効率 は72.8%で あった
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(Table2)。 膿尿 に対す る効果 は,正 常化5例(45.

5%),改 善5例(45.5%),不 変1例(9.0%)で,細 菌尿

に対する効果は,菌 消失6例(54.5%),滅 少0例(0.

0%),菌 交代3例(27.3%),不 変2例(18,2%)で あ っ

た。疾患病態群別にみると,有 効率は単独薗感染で77-

8%,複 数 菌 感 染 で は72,7%で あ った(Table3)。

細 薗 学 的 効 果 で は,分 離 起 炎 菌 はE.coli6株,E.

faecalis2株.Paerugimn,P.vulgaris,K.

pneumoniu,S.agalactiae,Staphylococcusspp.が 各

1株 の計13株 で あ った。 この うちE.coli6株,P.vul-

Table 1 Clinical summary of complicated UTI cases treated with CS-807



VOL.36 S-1 CHEMOTHERAPY 719

Table 2 Overall clinical efficacy of  CS-807 in complicated UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of CS-807 classified by type of infection

garis,E.faecalis,K.pneumoniae,S.agahctiae各1

株の計10株 が消失し,消 失率は76.9%で あった(Table

4)。

2.副 作用

自他覚的な副作用は全例で認められなかった。臨床検

査値の異常は2例 にみら礼 症例11で は本剤投与前に

GOT291U/(L,GPT201U/(Lで あったものが,投 与

後にGOT401U/L,GPT401U/(Lと 軽度上昇が認め

られた。症例13で は投与前GPT421U/L,LDH368

1U/(L,γ-GTP571U/Lで あったのが,投 与後GPT

511U/L,LDH4321U/L,γ-GTP941U/Lと 軽度

上昇がみられた(Table5)。

HI.考 案

CS-807は 三共株式会社で開発された経口用セファロ

スポリン剤である。本剤は,優 れた抗菌活性を示すが経

口吸収されないR-3763の4位 カルボン酸にイソプロポ
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Table 4 Bacteriological response to CS.807 in complicated U.T.I. キシカルポニルオキシエチルをエステル結合させること

により経口吸収性を高めた薬剤である。従ってCS-807

は経口投与すると腸管で吸収され,腸 壁のエステラーゼ

によって抗菌活性 を示すR-3763に 加水分解される。

R-3763は,グ ラム陽性わ陰性菌に広範囲な抗菌スペク

トルを有し,従 来の経口用セフェム系薬剤が抗菌力を有

して い な いEnterobacter,Serratia,indole(+)

Proteusに も抗菌力が及び,ま たβ-ladzma8eに も安

定なため本酵素産生株にも抗菌力を有するのが特臓とさ

れる%

今回のわれわれの検討では,UTI薬 効評価基準に合

致 した複雑性尿路感染症11例 に対 して,紹 合有効率

72.8%と い う優れた成績が得られた。これは半数以上

Table 5 Laboratory findings before and after administration of CS-807

* abnormal value



VoL.36 S-1 CHEMOTHERAPY 724

がE.coli単 独感染症例であり,カ テーテル留置症例が

少なかったという好条件によるところも大きいと考えら

れるが,本 剤の有用性は十分にうかがわれた。

細菌学的効果の面からみると,分 離起炎菌13株 中消

失10株 で,消 失 率 は76.9%で あった が,P.aer-

uginosa,Staphylococcus spp.に は効果は認められな

かった。

副作用に関しては,自 他覚的副作用は認められなかっ

たが,臨床検査値で2例 に軽度の肝機能異常を認め,肝

障害を有する患者への長期の投与には注意を要すると考

えられた。
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CLINICAL STUDIES OF CS-807 ON COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTIONS

ATSUSHI FUKUZAKI, KAZUYUKI YOSHIKAWA, YASUYOSHI SUZUKI, SEIICHI ORIKASA

Department of Urology, Tohoku University School of Medicine

CS-807, a new oral cephem antibiotic, was administered to 14 patients with complicated urinary tract

infections(UTI) and the results were as follows;

1) Clinical efficacy rate by doctors in charge was 85.7% with 6 cases excellent, 6 cases good, 1 case fair

and 1 case poor.

2) Eleven cases were adopted by Japan UTI Committee criteria.

The overall clinical efficacy rate was 72.8% with 4 cases excellent, 4 cases moderate and 3 cases poor.

Six strains of E. coli, 2 of E. faecalis, and each one of Staphylococcus spp., S. agalactiae, K. pneumoniae, P.

vulgaris and P. aeruginosa were clinically isolated, 10 strains were eradicated except each one strain of

Staphylococcus spp., E. faecalis and P. aeruginosa.

3) No side-effect was observed, but slight laboratory abnormalities in liver function were observed in two

cases.


